
ころよれ二.A SM:ゴ直径と矩糕の,あ定ま七3各怵木のR Eの侧定が必嗷で,一眾R Eによる 

間恥ACM tりも峙•;［とカ/Jが外.冬 内泌ともろくかかるが•その・":産.)EこAC M刊含英・ 

1： X -5 r n ,卜よとつ比玲ミ、同時二行;作えるというUとと,休分内子の•fftiUイを,k成 

的;こ把迥で£るとsう利点をちち.今復造硃学的,先博学的研究に大いに利用でtろというなで, 

これから多くの研究を進めていく価館があろう。なわr Eの:Uj.iifiii!たは帽径と第パの也定値が 

あればNEAC1210で沖定本技ごとの・本分月子の分布伏ゆ企計常でSるプログラムが”、え,式吸 

埸でできている。

この價疔角曲定法と定角却走虫をあわせた闻度間定法を昭用41年4月に日本冰学会大会で行 

’われた沐夹一計妍究会のシンポジウムで発衣し. 41片5月携毋庁研究汗及盛による民右休っ 

寐林朋!慌指灼・’こ"映認定漕としてテキストを印刷した,建た,前;己シン日ジウムの洋渕は荒 

計汝理研允所彙•沒あ1号(19 6 6 )に四沢正久"角废湖定伝のに用について"に殆なして 

ある。

4 41年度の試験叶画

4 0年11£までの,問査设科が7 S炯で.あとの分祈のためには不帯足な団或であろため,予定を 

1年延期して円形アロット法とア〇ワトレス法の叫万を盆・f眼鼻何'M;定,ぢで也よのカラマツのデ 

ータ全 «!加すると同時に.5 9年愛,4。年斐の劉査野眼の整理宜行な爲

5 41年度の試験経過と結果

前侮寸除濁,华津已林岩な内のカラマツ人工,作に対して4 〇^,I:以上の球分で,限界角翻定法 

によって5 8ポイントの•休分湘會および約3 〇ポイントの土翊由在を実行しな 昨年迎せでとあ 

わせて131岡の資料となるので調有野娘の整刑をおこない,多変浩解折による枷;:|•成長流な 

どの推定方式,写直利從資料との分析を行なう予定である。

6 こんこの問題点

レンプリンダによる平危材值の涯接閱定化は必・化yよるランダムナンズリングなど考えられる 

が• 土威調宜や航空写真を用いた府凝方法:て必要なミクコた詞査ICrX •關査疏え気蜓因子や他形 

因子などによる成心也城C地位級)区分を行なって.弱境因子による枷な炭師&化を必要とする 

ので,来年变のスぎについてはこのような柳点で計画立案する予定である。
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13放草婷入による共用林野の施業改善に関する研究

!試製担当者

は<』•斗耕?股弥忙野沔究室:井い3 — 3 め‘涪おUi'W 氏 岩元守男

削椎宫林局草津営林署

2 試験目的
休地〇人工爪地化が最近多くみられるXうになり,とく,こ幼齡•汰の造作地がこれの対境となり. 

昭木の况戕と女茂の福印市同結に行なうことが多い〇そして•この自的"ー我に良質の祖祠料を 

恢地からも堤!故し,ざらに苗木の生まを助代しようとすろものであるが・・亍的なが大技雨がそ 

のそ卒・とられていろた歩m項の主産は比較的短期にとどまざるを得ない.

この※5!は•まず良質の祖・!科としての牧酝(つ長期にわたる,お収を図るための苗木の植栈様 

式を考えだし•Cれらの孫式別に枚な顼の収此維持の状況を把吴し,また,林木の生長状況につ 

いて・故なしようとするものであり・さらに・このような牧华を專入しだ造林地に投ドした,造 

成あ、•1Zぴ计連YNこついても,明らかにし匸うとすろものであろ,

3 前年度までの経過とえら札た結果

1•試験場所

鶴馬県吾丞朋編恋时 的.莒林同やWバ津邪痢や1式林班

2.試験計!®

1)洪試:藁種カラマツ

2 )村し視本数11侦あたり5( 〇 0 0本

3 ) 試験区の極類

A 弥床について般・つぎの2皿理とする。

イ 耕起一施肥一牧章播耗(牧芯地)

ロ無処理 (野堂地)

B 前・焼以式ほつレ・ては・つぎの4処建とする。

a 正方彤慎栽 (1.8X1.8m) c 3列列状枇我(1.QX1.Q —1,8-3.")

b 1列列状疝俊(1.0 X 3. 2 Am} d 侔状抽卷 (1.0Xl.0-2.6-2.6»n )

C ,式験区の隣烦は以上のAお、J!ぴBを組み合わせて,つぎの8心Hぼとする。

(〇 4 - a のイーd CT> a — a の。一d
② イーb ②ローb
③ イーc 。ローc
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4) 8試细区の配列は乱塊・•2連制とする。

5 ) M祝地の面摭

a 1試燈区の而总 5 〇 On.\ 2 2.0X 2 2. 7 n:)

b 全而は〇, 8 ha

6 ) 試めの配億状況

匡
—三lf 牧如也

F亍Z二 野福地

LZZ]Vzi. 枚箪地

Zj a _d 野・地

7 )次氓地の佥成要領

A金成作蹈順序

a 前植生の刈り払い

b石次傲布む.tび簡易辨起(破版を主とし,人力M袖助)

C 施肥お、よび播柯((人力) ゝ

d 踏 圧

B供試某商と福種敏(Ky/icn)

十ーチ+ ードグラス1.7命・イタリアンラライグラス〇, 0 Ky. K 5Jフェスク〇• 3 

粉.ラジノクローバ［.〇洱,け3, 5祖 以上4/JRO必用儒

C蹈肥;止(Kレ10a )

消石灰1D 0阮・日地化成2号• 8 0 Xハ追肥,枚俱刈り皈りごとに半故(あ肥)

8 ) 舶学項

A 衆地関係

a 固定御包区亿よる 度•華丈•収険詞査

b 草祓別山・溝成將査

B林木関係

a鯉木ドよる(W髙,枝俄り•直徑渕査

b 障害状况翻行

3.海机過
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1)試い-池の股定

昭却4 D年7冃わ“J.ぐ七司也の役定をあ、こなつ4 試找地3S定前の状阻は靖和3 9年な

、二"ノマッつ2代目仍咔土(た川地で•カラマツ,:•曲ズ6は約7 〇,京•あった〇

Cつ付近ー棉:！ .リ-サ型杖主にょーて占められ,シラカンパ・レンゲッツジもわずか;«混

%していたが•大片Iミヤコザサがんっていた〇ミヤコザサは:X公区内で灼半分の地域J：t

開花していた〇

耕生.?査の略耍は用1衣のとお・りで時るeすなわち.ササ勺花也では双子瑜苴航が若 

干後0｝で.ちるが•一段にはミヤコザサが純盛をつくっていた.

2)枚草播叫と領水植栽

紹和4 0年8月ド旬に・ササをブ,シ、クリーナで刈り払い,消石吹W故布しロータベ 

ターで約10E程度に耕起した〇途中機械の故源により全区柑起で,ず、1部云レーキで 

落葉を取り除色播種した。游子行12〜13切の士とよく馄ぜ合わし,むらなく微揺した» 

儒:血U工作集員全且で踏みつけをしん

生育现査の結果によって,4 |年4月上勺に迫い交1住夷施した〇益兢は前回と同性を,

前回の半,よを用い,狗肥はi.«Cなわなかった 

牙1女麻菜做の被隅率

普通地 曲花地

ミヤコザサ 4. 0 0 5.。 0
ヌ カボ 0.0 1
ヒメ厶カショ七ギ 0.0 1 0.5 0
コウゾリナ 〇•〇 1 +

ヒヨト・リバナ 0.0 2
ハンゴンソウ 0. 〇 2
ノアザミ +

ヒカゲスゲ +
オトギリソウ 0.0 1
キジムシロ 0.0 1 •trw
ッド・スミレ 〇.1 〇

シラカンパ 0.0 1
レンゲッツジ 0. 0 2

カラ亍ツハ械戏は•4 !年4月上句に 

おこなった。苗木は2 — 3年生で草濾當 

怵・治场で生花したものと.炭間苗烟で 

生産したものを用いた〇

4 41年度の試兼経過と結果

1)雄地酒生について

n !坂废と节丈

A.牧草地

帰埋当年!〇(!中句亿石こ左

った,牧苴の生育状態は全段的 

"二悪く,被度は1.4〜1.8程既 

で.？>り,イネ料位:®つ平均6Cm .

マメ料华;TiT1烦にも遅したい状,吸で•あまり良好とはいえなかった〇また•イネ・科依と 

マメ科日の比率け3 : 2程壤であった〇 Cれらの原因として利［子の不良•およぴ儲稲時ゆ
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城衆があげられ.帰根前の天炎::t址:天っづ、で•しかも曲以俊:ておいても出?天Eっづ@降 

雨もみられなかった〇

41年6月上句う讷1回・刈り垠り時う生な状祝は• 4月の迫いまをの効果もあらわれ・ 

戒被率は9內外で各区とも:まほ滯咬に遅し・役は质の破・野も4に近い数西を示した〇

春ま普ものは7〜8顷であ〇たが.秋暁合のものは5 8〜6 5 CmVC沖&したaマメ科冬 

烧□生育は秋•導ともちまりR好でなく .帔圧故・熊にる、かれていた〇

’准wとしては主として.ヒメムカ・ンヨモギ・ハンゴンソ"•ヒメジオン.飾ザサなど 

が混生したが.その大部分は被度0.0 2であっな»

8月中旬:っお2回,刈り垠り時の生育状態は•すこぷる良好と左り机(被率れ1〇になり, 

牧枝類の被度も尚,敏4胞なり«饵丈は8 8〜9 9 cmとれった〇マメ科京はほとんどみられ 

ず•完全なイネ料慢占饵地となった.

また.雑常類もミヤコザサ・ヒメムカショモギなどが若干みられる程度(被度。•〇 6 ) 

であった»

B野依炮

4 0年10月中句の調在晴にあ、,八てけ,7月と同じく •ミヤコザサ;てミって冏度雑披わ 

れ•草丈は6 0CWとたっていた,しかし.卵花地では喧理は0.1〜1.Qであって.莅丈も 

平均2 6颁前後で小期となっているが,雄お的Ctuれと反対(て功如し.やはり前回のよう 

にギク科值穎が優占し・草丈はヒメ厶カ・ンコモギ・ハンゴンソウ•ヒヨト•リバナたどは 

!〇 〇<次を嬢えていた。

41年8月中句の刈り收り姑における况稀こXれば・ミヤコザサの坡度は平均2. 8であ 

ったが«植裁标式別にみると,1列列状招1戏区が3. 5でもっとも區く •方形,3列列状・ 

球状の3制戒Kは2. 3〜2. 8であった〇また.その池のは称ではヒメムカショモギが被度 

1.5で優勢で:ちったが,ハソゴンソウ・ヨモギ.ウド.ヤマホ•ケコ・レンゲッツジ・モミ 

ジイヂゴなどが4—0. 〇 9で分布していた。

⑵収 故

A 牧培地

牧はけ年2回刈りを’突知したが,uの桔果を第2我に示した.全収宣を枇哉様式别にみ 

れば•方形［.I栽:イがI 0 aあたり2, 9 Q 0粉,ついで1列列状区の2, 8 0 0心•3列 

列次枳寂区の杓2, 3 0 0 K?.鲜状槌我区の約?.2 0 0 K花)傾であった。

—1 54 —

繭2炎枚艾如収迁(将/10 )

、曜ヾ別 
刈りと涮、ゝ 方物区 5列区 1列区 佯状区 平均

1回刈り 375 909 808 849 860

2回刈り 2.0 a 6 *.57 4 1.9 9 3 1.5 4 8 1.69 1

計 2.9 2 1 2.2 8 5 2.8 0 1 2.1 97 2.5 5 1

刈り取時ごとにみれば,见1回目(6月)の収・；tc：t S 〇 〇〜9 〇 0 2でるったカ:•第2 

回目(8月)にお、いては・各执応ぎともと昇して,1.3 5 〇〜2. 0 5 〇 Qと左った。東か 

でも方形枳枕区と1列列状梃戏区では.側回刈りの2. 3倍をしめし,3列列!犬机裁区と坯 

状做校区でも1.5倍と東つも このような第2回の多収は,さ食;こも述べたように,秋ま 

さの我波が思.しくなく . 4月に追いま巧した牧草が,必1回では十分左伸長ができず, 

刈り取り為に遅しなかったものが,弟2回目には収试の中に入ったためと考えられる。雑 

お煩の進2刮合牡芻に・みたない状慈であった。ただ•协起でSだかった地域の輩生は• 

莅色もうすくお丈も他の地城に < らべて低く,曜草類もいく分多くみられも 度た•ク〇 

ーバK泊減した。各試験区の収(i?•の差は植it爆式疋よるものとは考えられなへ>

B野日地

野草地の刈り取りは,8 Uに1回歩こなった結果は濬3表のとあ、りであ& まず•植栽 

眠别Kみた収壮では,!列列状!ふの1.0 0 0bがもっとも多いが•他う5戀御天松7? 〇 

Kg内外であった。また,れ械別な世構成をみると•ミヤコ寸サのもっとも多い区は.I列 

列状区の814 Kg•ついで脚状区の4 7 8町,3列列状と方形の植盐区は4 2 〇〜448阮 

であった.

雑草艇"サと反対に3列列状と方形梢栽区に多く.2 8 6〜3 2 4Kgを示し&

弟3災野侬預の収北t( K?/1〇 a )

ヽA城W別 
岡阮

方形区 3列区 1列区 昨状区 平均 備考

ササ須 42 1 4 4 8 81 4 4 7 8 540 1回刈り

維な類 286 324 1 7 〇 278 265

シダ類 70 1 9 〇 〇 22

かん木類 1 9 〇 39 31 22

計 796 791 1.02 3 787 84 9
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2) 林木について

⑴曲笛生長

41年4月上句に墳哉し％当時のカラマツの生育状況3第4々,っとあ•りで,植オ:.;.つ 

係木高さ•；t 3う〜,：tKmでちったカ:,1〇月の混定時にれ4 6〜5 4 C衍となつ・久»c 

れ一一就地と野株地爽分けてみれ疽,饮寧地,の年生!欲注約い〜I 5I时初3.2 

era,野狀他では15〜195平均16.85となり,野侣地がわずかに高くたっている 

か,これは枚茫地:こ生統障,!;ポが多発したためとも老えられる。

<21 L:長ぶ’,'；

度4我樹高生R波(S)

牧 爪 地

平均

野 « 地

平均方彩区 3列其 1酒 样状区 方彩区 5列区 !列ズ 4楸区

41年4月 3 9.8 35.3 3 5.8 5 5.8 3 6.7 5 65 35.3 5 4.3 32.5 34.2

41年10月 5 2.8 4 6.0 4 9.3 51.0 4 9.9 5 2.5 <18.0 5 3.5 50.0 51.0

A 極哉様弍別

疝杳木としてとりあげたものは•(D牧車や野单の刈り収時に跡によって胴され 

たもの・の消彊が先估病にaかされ,回傳の見込のないもの・@0然枯死たどで・ 

もっとも発生率の扁い爾’字は・先柄木で約9 %•ついで估死木と.切祈木の6爆で. 

合计約21%の発生率を示した〇つぎに・各從戒区ごとにみれば.3列列庆区と方 

修区が約2 2% .1列列状区2 〇^ •侔^区18 %であつと,さらに御害の種類I別 

にみれば・枯死术では方形区と:列列i犬区と5列列状区が6〜7四.许状区は約4 

%であっな»切的冰ではI列列吠乂と5列列^区と僻状区が6〜7 % .方物攻•t S 

%であった〇先宿木:では方形区と3列列状区と佯状区のワ〜1〇、攻•1列列状区W 

7 %でもつ十y

B 草地の種頻別

枚草地と野淄ゆて分けてみれば.,甫5或の!:う1<枚草地の発生率は約2 4 %・野 

・地灯17必となり前者より?係低くなった»また•両地の中でもっとも髙くなら 

れたのは.先估木で妆枝地の約1〇用,野代区の約8 %となっていり.牧枝区では 

E;忻木の8务がこれ｛てつく・が・野值地ではもっとも低く約4%ナぎない。估死木 

は牧ほ地力"易,宵爪地でも約6あであつfroつぎに.毋听木・とりろげて・秘(R 

メごとに分けてみると• 7灯占区では祥状区の約11埸.1列圳狀区の約10% • 3
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箱5 &うラマツの生畏时書〇発生空(S )
i 7M別

切所木 桔死木 尤終木 計
^ 一ー ------ -  •\ヽ

! w竺希、 故饵地 野状地 枚枝地 野0地 FEtft 営苴饱 g地 野状地

方聆区 5.2 5.8 8.3 5.9 1 4.6 5.2 2 8.1 1 4.9

5列« 6.5 6.5 6.9 5.6 1 0.1 9.0 2 5.5 2 0.9
!死ぎ 9.7 3.6 5.8 8.4 7.1 5.9 2Z6 1 7.9
雅状区 1 〇•8 '•4 4.2 3.1 6.3 1 Q8 21.3 1 5.5

タ例^区の6 %.方彩区の5 %の頌となり.もっとも爲い詳状区と低い方彩区との理が 

6诺であった,野枝地で;ば3列列伏区の6曲・方移式と1列列伏区の,灼•1•另.样状区の 

1明であった〇

以Eのように•刈り取り回故の多い枚站地に刀圻.代の発尘が争くみられた,奉年はカ 

ラマッの的成当年で・苗木の耕髙も$ 0C阪以Fであり・牧尊頊は植.埃木史波い.苗木の 

位后が哧邊で住ない状.賴であった〇 琳匝では・・世にも述べたよりに,ミヤコザサの 

充生け多いが.密痩もか左り兑なり•喧丈も4 〇〜5 〇(初であって.淄木の位渣が碼跄 

でqるた «、切断されることが少なかったものとVIわれた〇

iた.植;戈区別にみた切所木の発生欢は.方影区が低かったが,これは刈り取り作菊 

者・が,同有休野の卜刈り作菜に慣れているものが大部分で•このような方杉柄栽 3 な 

じんでいるが,そのHUハ横戏球式には・不惯れをことが多いたあとみられな»

5 こんごの問題点

uの,式帰は昨年度から開始し・本年は牧如也の利用,年日であることからみて,とくに現段階 

ではだ炒はないが.材谯状式と茸地傩先との関保％ • -* -タのうえにあらわれるには,政年間を 

职ナるものと号えられるが,本試救の継続期間がuんごの問也•啓の主とをろう。
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